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電気設備　特記仕様書
Ｅ－１

Ｎ／Ｓ

　 　 　  受入場所　 名称: 〇〇　 住所: 福岡市〇〇区〇〇

2, 300

800( 300)

表示灯〃

　 改造依頼の製造メ ーカ 指定

項　 　 　 目 特　 　 記　 　 事　 　 項

　 １ ．

章

機材

テレビアンテナマスト の基礎

はり 、 床、 壁、 貫通スリ ーブ

同上に伴う 補強

埋込型分電盤、 端子盤

プルボッ ク スの仮枠

同上に伴う 補強

天井埋込器具取付箇所の

天井ボード 切込

同上に伴う 下地補強

発電機の基礎

自立盤、 ト ラ ンスの基礎

配線ピッ ト

同上用蓋

吊ボルト 用イ ンサート

別途機器等への接続

（ 直接接続に限る）

点検口

空調室外機電源工事

空調室内機電源工事

天井補修

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

取  合  区  分 本　 工　 事 設 備 工 事 建 築 工 事

別途工事

・ 　 建築工事　 　 　 ・ 　 衛生工事　 　 　 ・ 　 空調工事　 　 　 ・ 　 昇降機工事

他工事と の取合区分

機器の取付け高さ （ 参考）

照明器具、 幹線等の
・

・

 （ ・ のついたも のを適用する。 ）

下表による。

 ６ ．

　 ７ ．

　 ８ ．

〃

〃

〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

引込開閉器

スイ ッ チ

身障者用スイ ッ チ

壁付コ ンセント （ 一般）

　 　 　 〃　 　 　 （ 和室）

　 　 　 〃　 　 　 （ 土間）

表示盤

壁付発信器・ 押ボタ ン

電源箱

身障者用呼出ボタ ン

端子盤（ 室内・ 埋込）

集合保安器箱

保守用イ ンタ ーホン

壁掛型スピーカ ー

壁付アッ テネータ

　 　 　 　 復帰ボタ ン

受信機・ 副受信機

総合盤

発信器

ベル

表示灯

液化石油ガス用検知器

直列ユニッ ト （ 一般）

機器収容箱

名　 　 　 　 称 測　 点

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃　 　 　 　 　 　 （ 和室）

GL～中心

FL～中心

FL～中心

FL～中心

FL～中心

FL～中心

FL～上端

FL～中心

壁付位置ボッ ク ス( 一般)

　 　 　 　 　 　 　 　 ( 和室)

FL～中心

FL～下端

取付高( mm)

ベル・ ブザー・ ﾁｬｲﾑ
 天井下

～ 上端

ブラ ケッ ト 照明

（ 注） 分電盤等が露出の場合は盤の下端が危険な位置になら ないよう に取り 付けるこ と 。

電
力
・
幹
線
動
力

電
　
　
灯

自
　
火
　
報

テ
レ
ビ
共
同
受
信

通
信
・
拡
声

表
 
示

 天井下
～ 上端

名　 　 　 　 称 取付高( mm)測　 点

項目または、 地域社会への貢献と し て評価できる項目に関する事項につ

いて、 工事完了までに所定の様式により 提出するこ と ができる。

分電盤

制御盤

手元開閉器

警報盤

操作スイ ッ チ

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 　 （ 学校の場合、 廊下等に取り 付ける盤については、 下端： 2, 000以上）

( 小型や樹脂製の分電盤は天井付近と する)

 

照

明

器

具

取

付

6

　 ・ 収納形　 　 ・ 露出形　 　 ・ 埋込形

　 ケーブル配線の場合の位置ボッ ク ス、 ジョ イント ボッ ク

スの仕様区分は、 ケーブル１ 本を配管（ ２ ５ ） １ 本と みな

し て金属管配管の場合に準ずる。

　 ・ 大角型　 但し 特殊コ ンセント は除く 。

大角形を原則と する。 但し 特殊スイ ッ チは除く 。

　 埋込型分電盤から の立上り 予備配管は、 予備の配線用遮

　 ・ 単独　 　 ・ ケーブルの１ 線使用

断器４ 個以下の場合１ 本（ PF22） 、 ５ 個以上は２ 本（ PF22）

を天井まで立上げるこ と 。

予備配管

外灯の接地

ハイ テンショ ン

位置ボッ ク ス

埋込カ ラ ーコ ンセント

埋込カ ラ ースイッ チ

ト

設

備

5

 

電

灯

コ

ン

セ

ン

 

幹

線

動

設

備

4 　 盤及び機器の接地は確実に行う こ と 。

　 ・ 要（ 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 不要

盤及び機器接地

自立盤の基礎

盤類製造グループ

　 １ ．

　 ２ ．

　 ３ ．

交流電磁開閉器及び交流

電磁接触器の選定

盤改造

　 ４ ．

  ５ ．

　 ・ 製作品　   　 ・ 一般品

　 ２ ．

　 ３ ．

　 ４ ．

　 ５ ．

　 ６ ．

　 ７ ．

　 １ ．

給湯器の接地

　 ・ 道路使用許可申請（ 警察署長）

　 ・

　 ・ 自家用電気使用申込（ 電力会社）

　 ・ 電灯、 動力使用申込（ 電力会社）

　 ・ 消防用設備等着工届（ 消防署長）

　 ・ 消防用設備等設置届（ 消防署長）

　 ・

（ ２ ）

（ ３ ） 消防

電力

共通（ １ ）

　 ・

　 ・ 道路占有許可申請（ 道路管理者）

申請手続き （ ・ のついたも のを適用）５ ．

　 ・ 主任技術者選任届（ 産業保安監督部）

　 ・ 工事計画届（ 産業保安監督部）

　 ・ 保安規程届（ 産業保安監督部）

　 ・ 使用前検査申請（ 産業保安監督部）

力

その他

受注者は工事施工において、 自ら 立案し た創意工夫や技術力に関する

1, 800～2, 200

1, 500

1, 500

1, 500

2, 000

1, 300

1, 300

1, 000

300

150

2, 100～2, 300

800～1, 300

800～1, 500

800～1, 500

800～1, 500

2, 300

2, 100

300

2, 300

1, 300

2, 300

1, 500

300

200

300

300

1, 300

2, 300

1, 300

300

150

200

200

配線器具 　 特殊コ ンセント には差込プラ グを付属さ せるこ と 。　 １ ．

　 本工事に使用する機材等は、 建設材料・ 設備機材等品質

項

 

事

 

通

 

共

 

般

 

一

１ ６

通知書

下請負人（ 建設重機械使用）

上） を使用する場合は書面をも っ て監督員に通知するこ と 。

　 施工に際し て、 ク レーン類（ 吊り 上げ能力２ ０ ｔ ｏ ｎ 以

　 長さ １ ｍ以上の入線し ない電線管には１ . ２ ｍｍ以上のビ

電線の保護

示するこ と 。

　 特記のない露出部分の配線はメ タ ルモールにて保護す

配管・ 配線その他

絶縁測定

再使用機器

寸法

呼び線

表示

る。 また、 貫通部分の配線は金属管等で保護するこ と 。

定し 監督員に報告するこ と 。

　 改修にかかわる電路については、 施工前に絶縁抵抗を測

付けるこ と 。

　 取り はずし 再使用機器は、 清掃及び絶縁測定のう え取り

　 寸法は図面表示と 多少相違し ても よい。

ニル被覆鉄線を通線し 行先を表示するこ と 。

　 また、 プルボッ ク ス、 制御盤、 端子盤等内の電線には各

　 プルボッ ク ス及びジョ イ ント ボッ ク ス等のカ バープレー

　 ただし 、 収納書を提出できない事情が認めら れる場合は

掛金収納書を契約後１ ヶ 月以内と 完了時に提出するこ と 。

建設業退職金共済制度 　 建設業退職金共済制度の対象作業員を雇用し た場合は、

回路毎に結束し 、 判断し 難いも のには区間名及び線種名を表

し 、 監督員と 協議のう え変更するこ と が出来る。

） の配管、 配線でその経路、 サイ ズ、 本数は設備機能を優先

　 分電盤、 制御盤以降、 及び各通信機器間（ 幹線部分を除く

報告書に理由を記載のう え提出するこ と 。

１ ７ 建設重機 排出ガス対策型， 低騒音型を使用するこ と

１ ８

１ ９

２ ０

２ １

２ ２

２ ３

２ ４

２ ５

ト には用途名を表示するこ と 。

　 定格使用電流の１ ラ ンク 上位の器具と するこ と 。

　 ・ 無　 　 ・ 有（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

〃 　 　 〃呼出表示器

　 ・ 変電設備設置届（ 消防署長）

　 ・ 変電設備廃止届（ 消防署長）

　 ・ 発電設備設置届（ 消防署長）

　 ・ 発電設備廃止届（ 消防署長）

　 ・ 蓄電池設備設置届（ 消防署長）

　 ・ 蓄電池設備廃止届（ 消防署長）

1, 800

照明器具

・ ベースラ イ ト （ ・ 埋込型　 ・ 直付型）

・ ダウンラ イ ト

・ 誘導灯（ ・ 避難口誘導灯　 ・ 通路誘導灯）

・ 非常用照明（ ・ 予備電源内蔵形　 ・ 予備電源別置形）

・ 屋外灯（ ・ 街路灯　 ・ 投光器　 ・ ガーデンラ イ ト ）

器具の接地　 ２ ．

監督員の指示し た箇所は省略するこ と ができる。

　 照明器具には原則と し て接地工事を施すこ と 。 ただし

器具の固定　 ３ ． 照明器具を天井に取付ける場合は原則と し て， スラ ブ

送り 配線　 ４ ． 　 照明器具内の送り 配線端子は， 配線工事に使用する

こ と ができる。

ダウンラ イ ト 器具の取付については， 器具質量が1. 5kg

を超え， 3kg以下の場合は脱落防止処置を設け， 器具質量が

3kgを超える場合については， スラ ブその他の構造体より

ボルト 等で支持するこ と 。

その他の構造体より ボルト 等で支持するこ と 。

照明器具はLEDを原則と する。

　 　 　 特記事項のう ち選択する事項は・ のついたも のを適用する。
（ ２ ） 特記仕様

　 　 　 工事標準図電気設備工事編（ 最新版） 、 日本電気協会編「 内線規定」 、 「 高圧受電設備規程」

　 　 　 工事編（ 最新版） 、 公共建築改修工事標準仕様書電気設備工事編（ 最新版） 、 公共建築設備

　 　 事項は、 原則と し て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書電気設備
　 　 現場説明書（ 現場説明に対する質問回答書を含む） , 特記仕様書及び図面に記載さ れていない

（ １ ） 共通仕様

２ ． 工事仕様

１ ． 建物概要

消防法施行令

別表第一の区分（ ㎡）

延面積
建物名称 構造 階数 備　 考

契約不適合責任期間

電気設備工事特記仕様書

工事を施工し ない日の指定　 　 　 　 有（ 下記の期間） 　 　 ・ 　 無

工事名称

工事概要

工事場所

工事期間

工事を施工し ない時間帯の指定　 　 有（ 下記の時間帯） 　 ・ 　 無

性能評価事業の設備機材等評価名簿（ 最新版） によるほか、

監督員の承諾を受ける。

同等品以上と する。 ただし ， 同等品以上と する場合には

　 ２ ．主任技術者等 建設業法で定める者。

　 ３ ．電気工作物 　 　 ・  一般電気工作物　 　 　 ・ 　 自家用電気工作物

　 ４ ．内訳書及び実施工程表 　 　 ・  提出する　 　 　 　 　 　 ・   提出し ない

　 ５ ．施工計画書， 承諾図 　 施工着手前までに提出するこ と 。

　 部分払を請求する場合は、 市長を被保険者と する

出来高金額に見合う 火災保険その他保険に加入するこ と 。

保険期間の終期は、 工事完成期限の日から 起算し て

２ １ 日を経過する日と する。

　 原則と し て、 本工事に必要な工事用電力、 水はすべて

受注者の負担と する。

　 本工事に必要な関係官公庁、 事業会社等に対する申請書

部分払　 ６ ．

工事用電力・ 水　 ７ ．

　 ８ ．申請手続き及び費用

類の作成、 提出及び手続きの一切を代行する。

こ れに要する費用は（  ・  別途と する　 ・  本工事に含む）

電力会社等の工事負担金は（  ・ 別途と する　 ・ 本工事に含む）

建設発生土の処分方法　 ９ ．

１ １ ．

１ ０ ．足場

発生材の処理

発生材引去金対象物

Ｐ Ｃ Ｂ 含有試験

建設リ サイ ク ル法の適用

産廃処理対象物

工事写真

完成図書等１ ５

１ ４

１ ３

１ ２ ．

　 　 ・  本工事　 　 　 　 　 ・  別途工事

　 本工事で生じ た発生材で、 引渡し を要する物は指示さ れ

た場所に整理のう え、 引渡書（ 任意様式） を添えて建物管理

者に引渡すこ と と し 、 引渡し を要し ない物はすべて構外に

搬出し 、 関係法令に従い適切に処分するこ と 。 又、 Ｐ Ｃ Ｂ

使用機器の取扱については「 Ｐ Ｃ Ｂ 使用電気機器の処理要

領」 による。

　 ・ 引渡し を要するも の（ 　 　 　 　 　 ）

　 ・ 有　 　 ・ 無

　 ・ 有　 　 ・ 無

　 ・ 有　 　 ・ 無

　 建設リ サイ ク ル法の対象と なる場合は、 こ れにより 適切に

処理するこ と 。 又、 こ れに基づき契約書の別紙の事項の記載

　 ・ 有　 　 ・ 無

事項が必要になる。

　 工事により 発生し た廃棄物（ 梱包材・ 残材含む） は受注者

の責任において適切に産業廃棄物処理を行う こ と 。

水銀使用製品（ 蛍光管， 水銀ラ ンプ等） は， 水銀またはその

化合物が大気中に飛散し ないよう に適正に処理するこ と 。

完成図書等の作成は、 「 完成図書等作成要領（ 設備工事編）

」 （ 最新版） によるも のと し 、 工事期間内に速やかに必要部

数を監督員に提出するこ と 。

　 　 ・  指定処分（ 受入条件は下記のと おり と する。 ）

　 　 　  運搬距離　 受入地までの距離は〇〇ｋ ｍと する。

　 　 ・  構内敷なら し 　 　 ・ 構内指示の場所にたい積

受け渡し完了の日から １ ヶ年間

日曜日（振動・騒音を伴う作業に限る

9．

　 ６ ．

 

構

　

内

　

外

　

線

1

　 ・ 要　 　 　 ・ 不要

配線方式

地中埋設標柱

ハンド ホール鉄蓋の刻印

地中ケーブルの保護管

埋設シート （ ダブル）

　 ・ 地中線式（ ・ 直埋式　 ・ 管路式 ） 　 　 ・ 架空線式

　 ・ Ｆ Ｅ Ｐ 　

ハンド ホール蓋

　 ・ 市章　 　 ・ 電気　 　 ・ 電話　 　 ・ 通信

　 ・ プラスチッ ク （ 頭部橙色） 　 　 ・ 鉄製ピン

　 ・ 簡易防水  （  ・ Ｒ ２ Ｋ 　 　 ・ Ｒ ８ Ｋ  ）

　 ・ 完全防水（ ボルト 固定式） （  ・ ２ ｔ 　 　 ・ ８ ｔ  ）

　 １ ．

　 ２ ．

　 ３ ．

　 ４ ．

　 ５ ．

章 項　 　 　 目 特　 　 記　 　 事　 　 項
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般
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通

事

項

ただし 、 建築意匠に合わせる必要がある場合、 監督員と 協

２ . ５ Ｙ ９ ／１２ . ５ Ｙ ９ ／１一　 般

計装盤電気配管、 盤 弱電配管、 盤

５ Ｙ ７ ／１ ５ Ｙ ７ ／１２ . ５ Ｙ ９ ／１電気室・ 機械室

標準塗装色２ ７

議のこ と 。

る塗料はホルムアルデヒ ド を含まないも のを使用するこ と 。

露出配管の塗装 屋内は普通塗装、 屋外は耐候性塗装( 塩害地区は耐塩塗装)

と する。 ただし 、 シッ ク ハウス対策のため居室内に使用す

２ ６

　 　 　 （ 施工体制台帳）

第１ 条　 施工体制の確認方法

　 　 「 施工体制台帳」 及び「 工事作業所災害防止協議会兼施工体系図」 を基に確認する。

　 　 　 （ 工事作業所災害防止協議会兼施工体系図)

　 　 　 　 ②工事現場の工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲示すること。

　 　 　 虚偽の記載や一括下請等悪質なケースが判明した場合は、 関連部署と協議の上， 建設

　 　 　 監督課、 検査課が連携し減点措置を行う場合がある。

　 　 　 施工体制に変更が生じた場合は、 上記書類をそのつど提出すること。

第３ 条　 不備が発覚した場合の措置

第２ 条　 施工体制の確認に関する点検

　 　 しないものとする。

　 　 　 書類が完備するまでは検査完了として取り扱わず、 請負代金の支払い事務を開始

　 　 　 中間技術検査等、 各段階の検査時において点検を行う。

　 　 　 施工体制や一括下請等に関する点検を抜き打ちで行う場合がある。

　 本工事の施工体制の確認は以下の方法により行う。

　 　 　 　 施工計画書に添付せず、 施工体制台帳の写しを単体で提出すること。

     　  ①施工計画書でなく 、 施工体制台帳に添付すること。

　 　 業許可部局への通知や指名停止等の措置を行う場合がある。

施工体制の確認に関する特記事項３ ７

Ａ 種、 Ｂ 種、 Ｃ 種は銅板 　 　 　 　 　 　 　 （ 金属製埋設標） 、

・  有　 　 　 　 　 　 ・ 無

「 貸与するＣ Ａ Ｄ データ を当該工事における施工図及び、

　 ・ 有　 　 ・ 無Ｃ Ａ Ｄ データＣ Ａ Ｄ データ の貸与

受注時、 竣工時、 途中変更時、 訂正時

請負金額５ ０ ０ 万円以上の工事は、 当該工事に関するデー　

登録し 、 登録済みの受領書の写し を監督員に提出するこ と 。

 登録の項目

工事実績情報の登録

施設台帳（ 電子データ） の作成

電子納品の対象 ・  対象と する　 　 ・ 対象と し ない

づく 完成図、 施工図のＣ Ａ Ｄ データ 著作権は本市に帰属する。

完成図を作成するため以外に使用し てはなら ない。 こ れに基

900×900×1. 5ｔ

Ｄ 種は銅棒10φ×1, 000×必要本数

（  ・  金属製埋設標　 ・  樹脂製埋設標） と する。

接　 地　 工　 事

工事標示板

防火区画貫通部の処理 防火区画を貫通する管は， 関係法令に基づき適切に処理すること。

工事標示板は現場の出入口等のわかり やすい場所に設置し ， 建

設業許可票等の標示板については関係法令等に基づき設置する

こ と 。

２ ９

３ ０

３ １

３ ２

３ ３

３ ４

３ ５

３ ６

ただし 、 キュ ービク ルについては監督員と 協議のこ と 。

　 　 　 　 ・ Ａ １ ３ １ ０ （ タ キゲン ） 相当　

　 屋外　 ・ Ａ １ ３ １ ０ （ タ キゲン ） 相当　 ・ 　 　盤類のハンド ル２ ８

保証書の提出

タ を（ 一財） 日本建設情報総合センタ ー（ Ｊ Ａ Ｃ Ｉ Ｃ ） に（ COR I NS ）

　 (1 )下請契約を締結した場合は，

　 (2 )下請契約を締結しない場合は， 施工計画書等により確認する。

　 (3 )施工体制に変更が生じた場合

　 (1 )抜き打ち点検

　 (2 )検査時における点検

　 (1 )工事成績評定での減点の措置

　 (2 )請負代金の支払い

　 (3 )悪質なケース

が保証する（ 期間・ 部品等について） 保証書を提出するこ と

機器については， 工事の契約不適合責任期間に関わら ず製造者

　 屋内　 ・ Ａ ４ ７ ５ Ａ （ タ キゲン ） 相当

また、 貸与し たＣ Ａ Ｄ データ は工事完成までに返却するこ と 。

。

工事種目別の特記仕様４ ．

　 　 　 特記事項のう ち選択する事項は　 ・ のついたも のを適用する

　 　 　 章及び項目は番号に○印のついたも のを適用。

建物別

（ 番号に○印をつけたも の及び　 ・ 印を適用する）３ ． 工事種目

工事種目

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・１   構内外線

２   受変電設備

３   発電設備

４   幹線動力設備

５   電灯コ ンセント 設備

６   照明器具取付

７   電話設備

８   拡声設備

９   インタ ーホン設備

10  電気時計設備

11  表示設備

12  テレビ共同受信設備

13  火災報知設備

14  防火扉防煙排煙設備

16  ガス漏れ警報設備

15  雷保護設備

17　 昇降機設備

18　 その他 ・・・・

・・・・

 による。

19  換気設備

19

換

気

設

備

　 １ ．換気扇 本工事とする。

契約締結の翌日から令和　　年　　月　　日まで

広島県三次市吉舎町上安田地内

詰所・格納庫 鉄骨 平屋

　工事写真は、標準仕様書に準ずること

詰所・格納庫

吉舎方面隊第２分団３部４部格納庫統合整備工事

株式会社原井隆建築設計事務所
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一級建築士 登録 第320892号  原井  隆
一級建築士事務所 広島県知事登録 23( 1)第5582号
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　 　 . 　 　 . 　 　 .
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　 　 . 　 　 . 　 　 .

Ｅ－２
吉舎方面隊第２ 分団３ 部４ 部

格納庫統合整備工事
１／１５０・１／１００

引込開閉器

主幹：MCCB3P30A

分電盤

住宅用分電盤・樹脂製・蓋付

接地：ED.ED(ELB)

主幹：ELCB3P30A

1台 1台2台2台

Ａ　ﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　LED32.5W

公共型番：LSS9MP/RP-4-46

Ｂ　ﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　LED43.1W

公共型番：LSS9MP/RP-4-64 公共型番：LBF3MP/RP-2-06

Ｃ　ﾌﾞﾗｹｯﾄ　LED10.0W Ｄ　ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ　LED9.3W

Pana：LGWC47024 CE1

540Lm　5000K
人感ｾﾝｻｰ付

AS

WP WP

A(ｱ)

A(ｱ)

B(ｴ)B(ｴ)

EM-IE1.6*4(HIVE16)

人感ｾﾝｻｰ付

２

１

３
D(ｵ)

(ｶ)

2WP

2WP

2WP

(ｴｵLｶ)
(ｲ)

(ｳ)

(ｱｲLｳ)

EM-IE1.6*5(HIVE16)

2WP

WP

自動点滅器AS

防水ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A*1 EET

防水ｺﾝｾﾝﾄ　2P15A*2 EET

L

一般用換気扇(風圧式 30cm)
ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS製)(30cm)

PB.VE.WP.100*100*100

・分電盤から第一負荷までは「EM-IE2.0*3(HIVE16)」とする

・その他特記無き配管配線は「EM-IE1.6*3(HIVE16)」とする

・換気扇は付属品一式本工事に含むこと

・配線は全てHIVE管にて保護のこと

分岐：MCCB2P20AT*6

③　詰所･格納庫　照明･換気扇　300W

④　予備

⑤　予備

⑥　予備

　　　　　　　　　　　　　 　1800W

電気設備　配置図・平面図

露出ﾎﾞｯｸｽ　丸形　VE

②　格納庫　　　 ｺﾝｾﾝﾄ　　　 1000W

①　詰所　　　　 ｺﾝｾﾝﾄ　　　　500W

EM-IE1.6*4(HIVE16)

EM-IE2.0*3(HIVE16)

EM-IE2.0*3*2(HIVE22)

EM-IE1.6*4

EM-IE2.0*3(HIVE28)
EM-IE1.6*5 EM-IE1.6*4(HIVE16)

C(ｲ)

(ｲ)は別ﾌﾟﾚｰﾄとする

(ｵ)は別ﾌﾟﾚｰﾄとする

埋込ｽｲｯﾁ　防水.P
電灯分電盤

株式会社原井隆建築設計事務所
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Ｓ

EDED
(ELB)

EM-IE2.0(HIVE16)

防雨入線ｶﾊﾞｰ
腕金(溶融亜鉛めっき)(L600)

引込開閉器

EM-IE5.5*3 E2.0*2(HIVE22)

鋼板製・壁掛型・屋外用


